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週４回以

上

週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加して

いない

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

％

７ 地域活動と地域とのつながり

（１）地域活動への参加状況

① 地域活動の参加頻度

○いずれの調査、活動においても、「参加していない」が最も高く、約４割超～９割となっている。

■ボランティアグループ ≪ニーズ調査≫

週４回以

上

週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加して

いない

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

％

■スポーツ関係のグループやクラブ ≪ニーズ調査≫

週４回以

上

週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加して

いない

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

％

■趣味関係のグループ ≪ニーズ調査≫
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週４回以

上

週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加して

いない

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

％

７ 地域活動と地域とのつながり

（１）地域活動への参加状況

① 地域活動の参加頻度

○いずれの調査、活動においても、「参加していない」が最も高く、約４割超～９割となっている。

■ボランティアグループ ≪ニーズ調査≫

週４回以

上

週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加して

いない

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

％

■スポーツ関係のグループやクラブ ≪ニーズ調査≫

週４回以

上

週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加して

いない

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

％

■趣味関係のグループ ≪ニーズ調査≫

■学習・教養サークル ≪ニーズ調査≫

週４回以

上

週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加して

いない

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れか ら 高 齢期

％

■老人クラブ ≪ニーズ調査≫

週４回以

上

週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加して

いない

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れか ら 高 齢期

％

■町内会・自治会 ≪ニーズ調査≫

週４回以

上

週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加して

いない

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れか ら 高 齢期

％

-
--
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② 地域活動に参加するきっかけ

○①で１つでも「参加していない」と回答した人の地域活動に参加するきっかけは、いずれの調査に

おいても、「関心・興味のあるテーマがあれば活動したい」が最も高く、高齢者一般で ％、こ

れから高齢期で ％となっている。次いで、「時間に余裕があれば活動したい」「活動する拠点

となるような施設が身近なところにあれば活動したい」「紹介があれば活動したい」と続いてい

る。

○「活動したくない・関心がない」は、高齢者一般で ％、これから高齢期で ％であった。

■地域活動に参加するきっかけ（複数回答）

紹介があれば活動したい

時間に余裕があれば活動したい

知り合いがいれば活動したい

関心・興味のあるテーマが

あれば活動したい

活動する拠点となるような施設が

身近なところにあれば活動したい

健康状態がよくなったら活動したい

すでに参加している活動があり、

現在の活動で満足している

その他

活動したくない・関心がない

無回答

高齢者一般

これから高齢期
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② 地域活動に参加するきっかけ

○①で１つでも「参加していない」と回答した人の地域活動に参加するきっかけは、いずれの調査に

おいても、「関心・興味のあるテーマがあれば活動したい」が最も高く、高齢者一般で ％、こ

れから高齢期で ％となっている。次いで、「時間に余裕があれば活動したい」「活動する拠点

となるような施設が身近なところにあれば活動したい」「紹介があれば活動したい」と続いてい

る。

○「活動したくない・関心がない」は、高齢者一般で ％、これから高齢期で ％であった。

■地域活動に参加するきっかけ（複数回答）

紹介があれば活動したい

時間に余裕があれば活動したい

知り合いがいれば活動したい

関心・興味のあるテーマが

あれば活動したい

活動する拠点となるような施設が

身近なところにあれば活動したい

健康状態がよくなったら活動したい

すでに参加している活動があり、

現在の活動で満足している

その他

活動したくない・関心がない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

③ 活動してみたい地域活動の分野

○地域活動に参加するきっかけがあれば活動したいと回答した人の活動してみたい地域活動の分野

は、いずれの調査においても、「趣味関係のグループ」が最も高く、高齢者一般で ％、これか

ら高齢期で ％となっている。次いで、高齢者一般では「学習・教養サークル」（ ％）、「ス

ポーツ関係のグループやクラブ」（ ％）、「ボランティアのグループ」（ ％）と続いてい

る。これから高齢期では「スポーツ関係のグループやクラブ」（ ％）、「ボランティアのグル

ープ」（ ％）、「学習・教養サークル」（ ％）と続いている。

■活動してみたい地域活動の分野（複数回答）

ボランティアのグループ

ＮＰＯ活動

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

老人クラブ

町内会・自治会

その他

特にない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

④ ボランティア活動・ＮＰＯ活動への希望する参加頻度

○活動してみたい地域活動の分野を「ボランティアのグループ」「 活動」と回答した人の希望す

る参加頻度は、高齢者一般では、「週４回以上」が ％、「週２～３回」が ％、「週１回」

が ％、「月１～３回」が ％、「年に数回」が ％であった。

○これから高齢期では、「週４回以上」が ％、「週２～３回」が ％、「週１回」が ％、

「月１～３回」が ％、「年に数回」が ％であった。

■ボランティア活動・ＮＰＯ活動への希望する参加頻度

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％
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（２）地域づくりの推進

① 参加者としての参加意向

○地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味などのグループ活動を行って、いきいきした地域

づくりを進めるとした場合、参加者として参加してみたいか聞いたところ、高齢者一般、これから

高齢期では、「参加してもよい」が最も高く、それぞれ ％、 ％であった。

○要介護認定者では、「参加したくない」が最も高く ％であった。「是非参加したい」は ％、

「参加してもよい」は ％であった。

■参加者としての参加意向 ≪ニーズ調査≫

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

％

② 企画・運営（お世話役）としての参加意向

○地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味などのグループ活動を行って、いきいきした地域

づくりを進めるとした場合、企画・運営（お世話役）として参加してみたいか聞いたところ、いず

れの調査においても「参加したくない」が最も高く、高齢者一般では ％、要介護認定者では

％、これから高齢期では ％であった。

○“参加したい”（「是非参加したい」と「参加してもよい」の合計）は、高齢者一般で３割半ば、

要介護認定者で約２割、これから高齢期で４割半ばであった。

■企画・運営（お世話役）としての参加意向 ≪ニーズ調査≫

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

％
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（２）地域づくりの推進

① 参加者としての参加意向

○地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味などのグループ活動を行って、いきいきした地域

づくりを進めるとした場合、参加者として参加してみたいか聞いたところ、高齢者一般、これから

高齢期では、「参加してもよい」が最も高く、それぞれ ％、 ％であった。

○要介護認定者では、「参加したくない」が最も高く ％であった。「是非参加したい」は ％、

「参加してもよい」は ％であった。

■参加者としての参加意向 ≪ニーズ調査≫

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

％

② 企画・運営（お世話役）としての参加意向

○地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味などのグループ活動を行って、いきいきした地域

づくりを進めるとした場合、企画・運営（お世話役）として参加してみたいか聞いたところ、いず

れの調査においても「参加したくない」が最も高く、高齢者一般では ％、要介護認定者では

％、これから高齢期では ％であった。

○“参加したい”（「是非参加したい」と「参加してもよい」の合計）は、高齢者一般で３割半ば、

要介護認定者で約２割、これから高齢期で４割半ばであった。

■企画・運営（お世話役）としての参加意向 ≪ニーズ調査≫

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

％

③ 地域活動をする上で今後必要なもの

○いずれの調査においても、「身近で気軽に集い、自主活動ができる場所」が最も高く、それぞれ

％、 ％であった。

○高齢者一般では、次いで「敬老館・高齢者センターなど活動する施設の充実」（ ％）、「活動

をする上での補助金の支給」（ ％）が続いている。また、「特にない」は ％であった。

○これから高齢期では、次いで「活動をする上での補助金の支給」「各種活動と参加者のマッチング」

（ともに ％）が続いている。また、「特にない」は ％であった。

■地域活動をする上で今後必要なもの（複数回答）

敬老館・高齢者センターなど

活動する施設の充実

身近で気軽に集い、

自主活動ができる場所

活動をする上での補助金の支給

リーダーやサポーターの養成

各種活動と参加者のマッチング

先進事例や成功事例の発信

その他

特にない

無回答

高齢者一般

これから高齢期
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（３）周囲の人とのたすけあい

① 心配事や愚痴を聞いてくれる人

○高齢者一般では、「友人」（ ％）が最も高く、次いで「配偶者」（ ％）、「別居の子ども」

（ ％）、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」（ ％）と続いている。

○要介護認定者では、「配偶者」（ ％）が最も高く、次いで「別居の子ども」（ ％）、「同

居の子ども」（ ％）、「友人」（ ％）、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」（ ％）と続いて

いる。

○これから高齢期では、「配偶者」（ ％）が最も高く、次いで「友人」（ ％）、「兄弟姉妹・

親戚・親・孫」（ ％）、「同居の子ども」（ ％）、「別居の子ども」（ ％）が続いて

いる。

○「そのような人はいない」は、高齢者一般で ％、要介護認定者で ％、これから高齢期で ％

となっている。

■心配事や愚痴を聞いてくれる人（複数回答） ≪ニーズ調査≫

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

高齢者一般

要介護認定者

これから高齢期
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（３）周囲の人とのたすけあい

① 心配事や愚痴を聞いてくれる人

○高齢者一般では、「友人」（ ％）が最も高く、次いで「配偶者」（ ％）、「別居の子ども」

（ ％）、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」（ ％）と続いている。

○要介護認定者では、「配偶者」（ ％）が最も高く、次いで「別居の子ども」（ ％）、「同

居の子ども」（ ％）、「友人」（ ％）、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」（ ％）と続いて

いる。

○これから高齢期では、「配偶者」（ ％）が最も高く、次いで「友人」（ ％）、「兄弟姉妹・

親戚・親・孫」（ ％）、「同居の子ども」（ ％）、「別居の子ども」（ ％）が続いて

いる。

○「そのような人はいない」は、高齢者一般で ％、要介護認定者で ％、これから高齢期で ％

となっている。

■心配事や愚痴を聞いてくれる人（複数回答） ≪ニーズ調査≫

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

高齢者一般

要介護認定者

これから高齢期

【高齢者一般】

○性別にみると、『男性』は「配偶者」が５割超で『女性』と比べて高いが、「友人」「別居の子ど

も」「兄弟姉妹・親戚・親・孫」では『女性』よりも低くなっている。

■心配事や愚痴を聞いてくれる人（複数回答） ≪ニーズ調査≫＜高齢者一般：性別＞

（％）

友

人

配

偶

者

別

居

の

子

ど

も

兄

弟

姉

妹

・

親

戚

・

親

・

孫

同

居

の

子

ど

も

近

隣

そ

の

他

そ

の

よ

う

な

人

は

い

な

い

無

回

答

高齢者一般

男性

女性
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② 心配事や愚痴を聞いてあげる人

○高齢者一般では、「友人」（ ％）が最も高く、次いで「配偶者」（ ％）、「別居の子ども」

「兄弟姉妹・親戚・親・孫」（ともに ％）が続いている。

○要介護認定者では、「配偶者」（ ％）が最も高く、次いで「友人」（ ％）、「別居の子ど

も」（ ％）、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」（ ％）が続いている。

○これから高齢期では、「配偶者」（ ％）が最も高く、次いで「友人」（ ％）、「兄弟姉妹・

親戚・親・孫」（ ％）、「同居の子ども」（ ％）と続いている。

■心配事や愚痴を聞いてあげる人（複数回答） ≪ニーズ調査≫

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

高齢者一般

要介護認定者

これから高齢期



 − 89 −

② 心配事や愚痴を聞いてあげる人

○高齢者一般では、「友人」（ ％）が最も高く、次いで「配偶者」（ ％）、「別居の子ども」

「兄弟姉妹・親戚・親・孫」（ともに ％）が続いている。

○要介護認定者では、「配偶者」（ ％）が最も高く、次いで「友人」（ ％）、「別居の子ど

も」（ ％）、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」（ ％）が続いている。

○これから高齢期では、「配偶者」（ ％）が最も高く、次いで「友人」（ ％）、「兄弟姉妹・

親戚・親・孫」（ ％）、「同居の子ども」（ ％）と続いている。

■心配事や愚痴を聞いてあげる人（複数回答） ≪ニーズ調査≫

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

高齢者一般

要介護認定者

これから高齢期

③ 看病や世話をしてくれる人

○いずれの調査においても、「配偶者」が最も高く、高齢者一般で ％、要介護認定者で ％、

これから高齢期で ％となっている。

○「そのような人はいない」は、高齢者一般で ％、要介護認定者で ％、これから高齢期で ％

となっている。

■看病や世話をしてくれる人（複数回答） ≪ニーズ調査≫

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

高齢者一般

要介護認定者

これから高齢期
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④ 看病や世話をしてあげる人

○いずれの調査においても、「配偶者」が最も高く、高齢者一般で ％、要介護認定者で ％、

これから高齢期で ％となっている。

○「そのような人はいない」は、高齢者一般で ％、要介護認定者で ％、これから高齢期で

％となっている。

■看病や世話をしてあげる人（複数回答） ≪ニーズ調査≫

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

高齢者一般

要介護認定者

これから高齢期
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④ 看病や世話をしてあげる人

○いずれの調査においても、「配偶者」が最も高く、高齢者一般で ％、要介護認定者で ％、

これから高齢期で ％となっている。

○「そのような人はいない」は、高齢者一般で ％、要介護認定者で ％、これから高齢期で

％となっている。

■看病や世話をしてあげる人（複数回答） ≪ニーズ調査≫

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

高齢者一般

要介護認定者

これから高齢期

⑤ お正月に過ごした人

○いずれの調査においても、「家族・親族」が最も高い。

○「一人で過ごした」は、高齢者一般で ％、これから高齢期で ％となっている。

■お正月に過ごした人（複数回答）

家族・親族

友人・知人

近所の人

その他

一人で過ごした

無回答

高齢者一般

これから高齢期

【高齢者一般】

○性別にみると、『男性』は「一人で過ごした」が『女性』と比べて高い。

■お正月に過ごした人（複数回答）＜高齢者一般：性別＞
（％）

家

族

・

親

族

友

人

・

知

人

近

所

の

人

そ

の

他

一

人

で

過

ご

し

た

無

回

答

高齢者一般

男性

女性

⑥ １か月間に１回以上会う友人・知人の人数

○「いない」は、高齢者一般で ％、これから高齢期で ％であった。

■１か月間に１回以上会う友人・知人の人数

いない １～２人 ３～５人 ６～９人 10 人以上 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％
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（４）近所付き合いの程度

○高齢者一般では、「立ち話をする程度」（ ％）、「あいさつをする程度」（ ％）がそれぞ

れ約３割となっている。「ほとんど付き合いはない」は ％、「どんな人が住んでいるのか知ら

ない」は ％であった。

○これから高齢期では、「あいさつをする程度」が ％と最も高い。「ほとんど付き合いはない」

は ％、「どんな人が住んでいるのか知らない」は ％であった。

■近所付き合いの程度

何かあっ

たときに

助け合え

る関係

互いに訪

問し合う

関係

立ち話を

する程度

あいさつを

する程度

ほとんど

付き合い

はない

どんな人

が住んで

いるのか

知らない

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

（５）近所付き合いや地域住民の交流の必要性

○いずれの調査においても、“近所付き合いや地域住民の交流は必要”（「ふだんからの交流は必要

だ」と「多少面倒でもふだんから交流しておいた方がよい」の合計）が、６割半ばとなっている。

■近所付き合いや地域住民の交流の必要性

ふだん

からの

交流は

必要だ

多少面

倒でもふ

だんから

交流して

おいた方

がよい

日頃の

交流は

面倒な

のであま

りしたく

ない

助け合

いは必

要だと思

わない

が、地域

で交流

すること

は大切

だ

気の

合った仲

間やグ

ループ

で交流

し、その

中で助

け合え

ばよい

地域で

の助け

合いや

日頃の

交流は

必要な

い

その他 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％
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（４）近所付き合いの程度

○高齢者一般では、「立ち話をする程度」（ ％）、「あいさつをする程度」（ ％）がそれぞ

れ約３割となっている。「ほとんど付き合いはない」は ％、「どんな人が住んでいるのか知ら

ない」は ％であった。

○これから高齢期では、「あいさつをする程度」が ％と最も高い。「ほとんど付き合いはない」

は ％、「どんな人が住んでいるのか知らない」は ％であった。

■近所付き合いの程度

何かあっ

たときに

助け合え

る関係

互いに訪

問し合う

関係

立ち話を

する程度

あいさつを

する程度

ほとんど

付き合い

はない

どんな人

が住んで

いるのか

知らない

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

（５）近所付き合いや地域住民の交流の必要性

○いずれの調査においても、“近所付き合いや地域住民の交流は必要”（「ふだんからの交流は必要

だ」と「多少面倒でもふだんから交流しておいた方がよい」の合計）が、６割半ばとなっている。

■近所付き合いや地域住民の交流の必要性

ふだん

からの

交流は

必要だ

多少面

倒でもふ

だんから

交流して

おいた方

がよい

日頃の

交流は

面倒な

のであま

りしたく

ない

助け合

いは必

要だと思

わない

が、地域

で交流

すること

は大切

だ

気の

合った仲

間やグ

ループ

で交流

し、その

中で助

け合え

ばよい

地域で

の助け

合いや

日頃の

交流は

必要な

い

その他 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

（６）手助け

① 地域の人たちにしてほしい手助け

○高齢や病気、事故などで日常生活が不自由になったとき、地域の人たちにしてほしい手助けは、高

齢者一般、これから高齢期ともに「安否確認等」が最も高くそれぞれ ％、 ％となっている。

次いで、「災害時の手助け」が続いている。

○「特にない」は、高齢者一般は２割超、これから高齢期は２割半ばとなっている。

■地域の人たちにしてほしい手助け（○は３つまで）

安否確認等

趣味など世間話の相手

介護などの相談相手

炊事・洗濯・掃除などの家事

ちょっとした買い物

子どもの預かり

外出の付添い

災害時の手助け

ごみ出し・雨戸の開け閉め

電球交換や簡単な大工仕事

その他

特にない

無回答

高齢者一般

これから高齢期
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② 地域の支え合いとして自身ができること

○高齢者一般、これから高齢期ともに「安否確認等」が最も高く、それぞれ ％、 ％となって

いる。次いで、高齢者一般では「ちょっとした買い物」（ ％）、「災害時の手助け」（ ％）、

「認知症の方を見かけたときの声かけ」（ ％）、これから高齢期では「災害時の手助け」（ ％）、

「ちょっとした買い物」（ ％）、「認知症の方を見かけたときの声かけ」（ ％）と続いて

いる。

○「特にない」は、いずれの調査においても約１割であった。

■地域の支え合いとして自身ができること（○は３つまで）

安否確認等

趣味など世間話の相手

介護などの相談相手

炊事・洗濯・掃除などの家事

ちょっとした買い物

子どもの預かり

外出の付添い

災害時の手助け

ごみ出し・雨戸の開け閉め

電球交換や簡単な大工仕事

認知症の方を見かけたときの声かけ

その他

特にない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

【高齢者一般】

○性別にみると、『男性』は「災害時の手助け」（３割超）、「電球交換や簡単な大工仕事」（１割

超）が『女性』と比べて高い。『女性』は「ちょっとした買い物」（４割近く）が『男性』と比べ

て高い。

■地域の支え合いとして自身ができること（○は３つまで）＜高齢者一般：性別＞

（％）

安

否

確

認

等

ち

ょ

っ
と

し

た

買

い

物

災

害

時

の

手

助

け

認

知

症

の

方

を

見

か

け

た

と

き

の

声

か

け

趣

味

な

ど

世

間

話

の

相

手 ご

み

出

し

・

雨

戸

の

開

け

閉

め

介

護

な

ど

の

相

談

相

手

炊

事

・

洗

濯

・

掃

除

な

ど

の

家

事

外

出

の

付

添

い

電

球

交

換

や

簡

単

な

大

工

仕

事

子

ど

も

の

預

か

り

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

高齢者一般

男性

女性


